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抄録 

本研究では，男子大学生を対象に，身体像不満足感が食行動異常に与えるプロセスについて，男

性の女性性を鍵に検討を行うことを目的とした。ここでは，まず，女性性の高さにより男性（n= 184）
を女性性高群（n= 97）・女性性低群（n= 87）に群分けを行った。つぎに，女性を対象として実施さ

れた先行研究で示されている，身体像不満足感が食行動異常に与える影響性と同様のプロセスを想

定したモデルについて，群ごとに，適合度を確認した。構造方程式モデリングによるパス解析を実

施した結果，女性性高群においてモデルの適合度が高いことが確認された。一方，女性性低群では，

モデルの適合度が低いことが確認された。身体に関する他者評価不満足感から食物摂取コントロー

ル不能との関連はなく先行研究ならびに女性性高群とは別のプロセスが想定された。以上のことか

ら，男性では，女性性が高い場合に，女性の食行動異常が発現する心理的プロセスと同様のプロセ

スが想定できる可能性が推測された。 
 

１．問題と目的 

現在，思春期・青年期の女性を中心に，摂食障

害ならびに摂食障害発症リスクの高い食行動（以

下，食行動の問題とする）を呈する者が多数存在

し，その好発年齢からも，学校精神保健の場にお

いて予防的支援を実現することや，潜在者を早期

に発見することが急務となっている。こうした中，

食行動の問題に関する研究では，大学や専門学校

の女子学生や医療機関で治療を受ける女性摂食障

害患者を対象とした研究がほとんどである。一方

で，思春期・青年期女性のみならず食行動の問題

を抱える思春期・青年期男性の存在も指摘されて

いる[12][26]。こうした中，本邦において，男性を対

象とした食行動の問題に関する実証的研究は極め

て少なく，基礎的研究を行う余地がある。 
食行動の問題や食行動の問題と密接に関連する

心理的側面についてパーソナリティを扱った研究

は数多く行われ，たとえば，性役割パーソナリテ

ィである女性性を取り上げた研究は，食行動の問

題を検討する際に，重要な基礎的知見を提供する。 
性役割パーソナリティとは，性役割に関する自

己概念であり，性役割パーソナリティの内，女性

性については，古くから文化人類学や社会学，心

理学の領域において，性役割といった観点からそ

れぞれ研究が進められてきた。たとえば，心理学

の領域では“女性らしさ”と形容されるような女

性的なパーソナリティが女性性の構成要素として

存在すること[30]，女性性についてより多面的な検

討が行われ[18]，女性性を考える際，女性性に基づ

く現実的な“女性らしい行動”のみならず，女性

的な性役割パーソナリティを検討する必要性が指

摘されている[27]。 
さらに，性役割パーソナリティとしての女性性

に関する研究をみると，その特徴として，女性性
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が高い場合，対人関係場面で適応的であること[6]

や，自身を集団の一員とみなす傾向が高く，特に

対人関係に注意を向ける[13]こと，他者評価に注視

することが指摘されている[20][30]。また，女性性の

高さが，不安や抑うつ，依存などと密接に関連す

る可能性が指摘されている[10][24]。 

加えて，女性性と食行動の問題との関連につい

て，女性性の高い女性の場合，身体像不満足感が

高い可能性があること[15]，対人関係場面における

不適応に対処する際，女性性の高さの結果として

食行動の問題が生じる可能性[17]，女性性の高さに

伴う対人関係場面における不安に対処する不適応

的方法として食行動の問題が生じる可能性[36]が示

されてきた。 

一方，男性の食行動の問題をテーマとした米国

の先行研究でも，女性性を扱ったものが数多く存

在する。たとえば，女性性の高さは，身体外形へ

の意識を誘導し，実際の身体像は理想とする身体

像（現実の身体よりも痩身である身体像）と一致

することがなく，身体像不満足感を抱えることな

どが指摘されている[8][14][16][22][33][35]。また，食行動

の問題を呈する男性や摂食障害の徴候が認められ

る男性で女性性が高いことも指摘されている
[14][16][25][32]。女性性と食行動の問題との関連性につ

いて，Lakkis, et al.（1999）は，女性性の高さは，

敏感性や非自己主張的で他者依存的な行動を引き

起こし自尊感情の低下を招き，先行研究[31]で指摘

されるように，女性性の高さに伴う低い自尊感情

や自己否定感を背景として病的な食行動が生じる

とまとめている。 

以上の先行研究から考えると，性差によらず，

女性性の高さが，対人関係場面における他者から

の評価への敏感性を喚起し，身体像不満足感が高

まり，身体像不満足感を低減させる行動として食

行動の問題が生じる可能性が考えられる。しかし

ながら，これまで，女性性と対人関係場面におけ

る他者評価，身体像不満足感，食行動の問題はそ

れぞれ独立して検討され，臨床経験とあわせ，論

じられることが多く[29]，全てを包括した一概念と

して統合し，検討した研究は数少なく，しかも，

男性を対象とした研究はほとんどない。 

こうした中，対人関係場面における他者評価を

重視し，身体像不満足感と食行動の問題との関係

について検討した女性対象の先行研究[39][40]では，

Figure 1 で示される関係と同様に，身体に関する他

者評価不満足感が全身のふくよかさ不満足感に影

響し，また，全身のふくよかさ不満足感が食物摂

取コントロールに影響し，食物摂取コントロール

が食物摂取コントロール不能感へと影響する仮説

モデルが示されている。この仮説モデル（以下，

女性モデルとする）では，身体に関する他者評価

への不満が痩せ願望を喚起し，結果としてダイエ

ット行動や摂食障害の臨床症状に類似する食行動

の問題が発現する可能性ならびに身体に関する他

者評価への不満が食事をセルフ・コントロールで

きない感覚や行動を引き起こす可能性が指摘され

ている。 

これまで先行研究で指摘されてきた通り，男性

において，女性性の高さが，対人関係場面におけ

る他者評価への敏感性を高め，身体像不満足感を

喚起し，身体像不満足感を低減させる行動として

食行動の問題が生じているのであれば，女性性の

高い男性では，女性モデルへ適合すると考えられ

る。 
したがって，本研究では，男性の食行動の問題

と身体像不満足感との関係について，男性の有す

る女性性を取り上げ検討することを目的とする。

ここでは，男子大学生を女性性の高さにより群分

けし，群ごとに女性モデルと同様のプロセスを想

定したモデルの適合度を検討することを目的とす

る。 
 

２．方法 

（１）調査方法 

調査は，関東所在の A 大学に所属する男子学生

を対象に，2012 年９月に実施した。授業時間中に

担当教員により調査用紙の配布・説明が行われた。

調査の趣旨に同意した者に回答を求め，回答済み

の調査用紙はその場で回収され，男子学生 215 名

分（回収率 86.00％）の調査用紙が回収された。ま

た，本研究では，その目的から，男性データのみ

を検討対象とした。 
なお，解析の対象は，身長・体重を除く基礎事

項および尺度項目に記入漏れなどの不備がなかっ

た男子学生 184 名（平均 18.74 歳，SD=1.14）（回

収調査用紙中 85.58％）とした。なお，解析対象者

中で，摂食障害罹患歴を有すると申告した者は存

在しなかった。 
 

（２）倫理的配慮 
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 調査実施時に調査の趣旨を説明し，回答は強

制ではなく途中で中断することも可能であること，

また，メンタルヘルスの問題を抱えており，本調

査に回答することで心理的襲侵性を感じる場合，

事前に回答しないことも可能であること，個人を

特定することはなく回答することで不利益が生じ

ることがないことを説明し，同意を得た上で調査

を実施した。なお，口頭で説明した内容と同様の

ものを調査用紙のフェイスシートに明記し，同意

する旨チェックする項目を設け，同意する場合に

はチェックを求めた。 
 

（３）調査項目 
基礎事項 フェイスシートで年齢，身長，体重，

摂食障害罹患歴の有無（有る場合にはその期間）

を尋ねた。また，情報保護シールを用い，他者に

回答が見えないように目隠しできるよう配慮した。 

身体像不満足感測定尺度（Body Image 

Dissatisfaction Scale：以下，BIDS）[37] 本尺度は，

全身のふくよかさ不満足感尺度（11 項目），身体に

関する他者評価不満足感尺度（８項目），顔に関す

る不満足感尺度（５項目）の下位尺度から構成さ

れる 24 項目４件法（“１あてはまらない”から“４

あてはまる”）の尺度であり，十分な信頼性・妥当

性が認められている。なお，本研究の解析対象者

によりクロンバックのα係数を算出した所，全身

のふくよかさ不満足感尺度ではα=.87，身体に関

する他者評価不満足感尺度ではα=.88，顔に関す

る不満足感尺度ではα=.79 であった。 

全身のふくよかさ不満足感尺度は“今よりもっ

と痩せたい”，“今よりもっと腰まわりを細くした

い”，“今よりもっと腕を細くしたい”などといっ

た項目から構成される。本尺度は，全身や身体パ

ーツを細くしたいなど，身体像不満足感に伴う痩

せ願望について尋ねるものである。身体に関する

他者評価不満足感尺度は“他の人は私の足が太い

と思っている”，“他の人は私の腰まわりが太いと

思っている”などといった項目から構成される。

本尺度は，自己の身体に対する他者評価を主観的

に認識（たとえば，他者が“腰まわりを太い”と

評価していないとしても，“他者は自分の腰まわ

りを太いと評価している”と認識するなど）した

結果生じる身体像不満足感について尋ねるもので

ある。 

顔に関する不満足感尺度は，他者から最も観察

されやすい顔に対する不満足感や痩せ願望を尋ね

るものである。“今よりもっと顔を小さくしたい”，

“自分の顔立ちに満足している”，“自分の顔立ち

に自信がある”などといった項目から構成され，

顔の大きさとともに容姿への不満足感を尋ねるも

のである。また，本尺度は，他者評価の主観的認

識（たとえば，“他の人は私の顔立ちを否定的にと

らえている”など他者からどのように評価されて

いるのか）ではなく，個人的な認識（自分でどの

ように評価しているのか）を尋ねるものである。 
食行動異常傾向測定尺度 Abnormal Eating 

Behavior Scale：以下 AEBS）[38] 本尺度は，食物

摂取コントロール不能感尺度（８項目），不適応的

食物排出行動尺度（５項目），食物摂取コントロー

ル尺度（６項目）の下位尺度から構成される 19 項

目６件法（“１全くない”から“６ いつも”）の尺

度であり，十分な信頼性・妥当性が認められてい

る。なお，本研究の解析対象者によりクロンバッ

クのα係数を算出した所，食物摂取コントロール

不能感尺度ではα=.78，不適応的食物排出行動尺

度ではα=.69，食物摂取コントロール尺度ではα

=.72 であった。 
食物摂取コントロール不能感尺度は，“必要以

上に食べてしまう”や“必要以上に食べてしまう

ことを自分自身でコントロールすることが難し

い”など，食事をセルフ・コントロールすること

ができない程度やできないという感覚（たとえば，

無茶食いなど）を測定する尺度である。また，食

物摂取コントロール尺度は，“「太りそう」と思う

ものは食事から除いている”や“実際に高カロリ

ーであるものは食事から除いている”など，食事

を必要以上にセルフ・コントロールしているか否

かについて測定する尺度であり，極端な食事制限

の程度を測定する尺度である。不適応的食物排出

行動尺度は，“少量でも何か食べた後にはそれを

吐き出したり，薬品などを使用して排出しなくて

はならないと思う”や“必要以上に食べた後，吐

く”など，嘔吐や下剤乱用による食物排出行動の

程度を測定する尺度である。 

Bem Sex Role Inventory 日本語版（以下，BSRI）
[3][4] 本尺度は，性役割パーソナリティを測定する

尺度[5][6]の日本語版である。男性性尺度（20項目），

女性性尺度（20 項目），社会的望ましさ尺度（20
項目）の下位尺度から構成される 60 項目７件法

（“１ あてはまらない”から“７ あてはまる”）
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の尺度であり，十分な信頼性・妥当性が認められ

ている。本研究では，その目的から，「従順な」「明

るい」「はにかみ屋の」「情愛細やかな」などとい

った項目から構成される女性性尺度得点を用い検

討を行った。なお，本研究の解析対象者によりク

ロンバックのα係数を算出した所，女性性尺度で

はα=.87 であった。 
 

（４）統計処理 

記述統計・相関係数の算出には SPSS Statistics 17，
共分散構造分析には Amos 17 を使用した。 

  

３．結果 

男性を対象に，女性性低群と女性性高群とに群

分けした。群分けは，BSRI 女性性尺度得点の全体

の平均値（87.61 点）より得点の低い者を女性性低

群（n= 87，平均 18.78 歳，SD=1.19），全体の平均

値より得点の高い者を女性性高群（n= 97，平均

18.71 歳，SD=1.19）とした。Table 1 に，全体の年

齢，身長，体重，各尺度の基本統計量，Table 2 に

群ごとの年齢，身長，体重，各尺度の基本統計量，

Table 3 に群を独立変数，各尺度得点を従属変数と

した t 検定を実施した結果をまとめる。 
 

 
調査尺度 Mean SD Min Max Mean SD Min Max 尺度最高得点

()内は得点範囲

BMI 19.71 2.17 13.45 28.26 23.09 1.99 21.16 31.89

A 37.36 7.94 16 44 23.78 7.50 11 44 44 (1-4)
B 21.83 6.17 9 32 15.41 5.62 8 32 32 (1-4)
C 17.03 3.11 8 20 13.95 3.59 5 20 20 (1-4)
D 18.41 7.51 8 35 14.74 6.18 8 36 48 (1-6)
E 5.60 1.93 5 20 5.43 1.40 5 17 30 (1-6)
F 12.73 5.27 6 30 9.20 3.57 6 23 36 (1-6)
G 86.88 16.01 32 125 87.61 19.22 20 140 140 (1-7)

女性（n = 109，BMI算出時はn = 101） 男性（n = 184，BMI算出時はn = 182）

Note
　A: 全身のふくよかさ不満足感

　B: 身体に関する他者評価不満足感

　C: 顔に関する不満足感

　D: 食物摂取コントロール不能感

　E: 不適応的食物排出行動

　F: 食物摂取コントロール

　G: 女性性  
 
 

調査尺度 Mean SD Min Max Mean SD Min Max 尺度最高得点

()内は得点範囲

BMI 21.15 2.82 14.48 31.25 21.51 2.49 15.70 31.89

A 23.44 7.33 11 41 24.06 7.74 11 44 44 (1-4)
B 15.40 5.53 8 32 15.43 5.86 8 31 32 (1-4)
C 14.73 3.26 7 20 13.36 3.75 5 20 20 (1-4)
D 14.40 6.06 8 29 15.11 6.44 8 36 48 (1-6)
E 5.30 1.52 5 17 5.54 1.35 5 11 30 (1-6)
F 8.92 3.34 6 20 9.55 3.82 6 23 36 (1-6)
G 71.01 15.19 20 85 100.51 11.28 87 140 140 (1-7)

女性性低群（n = 77，BMI算出時はn = 75） 女性性高群（n = 100，BMI算出時はn= 99）

Note
　A: 全身のふくよかさ不満足感

　B: 身体に関する他者評価不満足感

　C: 顔に関する不満足感

　D: 食物摂取コントロール不能感

　E: 不適応的食物排出行動

　F: 食物摂取コントロール

　G: 女性性  
 

また，群ごとに女性モデルと同様のプロセスを

想定したモデルの適合度を確認した（女性性高

群：χ2
（4）= 4.57, p= .33, CFI= 1.00, GFI= .98, 

AGFI= .93, RMSEA= .04, AIC= 26.57；女性性低群：

χ2
（4）= 9.74, p= .05, CFI= .95, GFI= .96, AGFI= .84, 

RMSEA= .13, AIC= 31.74）。 

女性性高群では，女性モデルと同様のモデルが

適合したため，女性性高群のモデルについて各変

数間の関係を確認した。その結果，“身体に関する

他者評価不満足感”から“顔に関する不満足感”

（β= .33, p<.01），“顔に関する不満足感”から“全

身のふくよかさ不満足感”（β= .27, p<.01），“身

体に関する他者評価不満足感”から“全身のふく

よかさ不満足感”（β= .68, p<.01）に向かうパスが

有意であり，“全身のふくよかさ不満足感”の直接

効果に比して“顔に関する不満足感”と“全身の

ふくよかさ不満足感”の間接効果が弱かった。ま

た，“全身のふくよかさ不満足感”から“食物摂取

コントロール”（β= .50, p<.01），“身体に関する

他者評価不満足感”から“食物摂取コントロール

不能感”（β= .24, p<.05），“食物摂取コントロー

ル”から“食物摂取コントロール不能感”（β= .22, 

p<.05）へ向かう各パスが有意であった（Figure 1）。 
 

女性性低群（n=87） 女性性高群（n=97） t値 df

23.41 24.11
SD = 7.20 SD= 7.81

15.31 15.49
SD = 5.42 SD= 5.86

14.59 13.37
SD = 3.32 SD= 3.76

14.39 15.06
SD = 5.94 SD= 6.43

5.32 5.53
SD = 1.46 SD= 1.36

8.89 9.48
SD = 1.46 SD= 1.36

**p<.01 *p<.05 ☨p<.10
Note
　A: 全身のふくよかさ不満足感

　B: 身体に関する他者評価不満足感

　C: 顔に関する不満足感

　D: 食物摂取コントロール不能感

　E: 不適応的食物排出行動

　F: 食物摂取コントロール

　

1.14

182.98

.63 182

.22 182

182

E

F

182

A

B

C 2.31
*

D .73

182

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
Figure 1 身体像不満足感が食行動異常に与える影響（女性性高群） 

Table 1 基本統計量（全体） 

Table 2 基本統計量（群） 

Table 3 群における尺度得点の比較 
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一方で，女性性低群の場合，先行研究と同様の

プロセスを想定することが適さないと判断し，女

性性低群を対象に，身体像不満足感と食行動異常

との関連性について改めて検討した。ここでは，

身体像不満足感や痩せ願望が食行動の問題の規定

要因になるといった先行研究の知見[9][23]や摂食障

害の診断基準[1][2]に基づき，BIDS 下位尺度得点お

よび AEBS 下位尺度得点を用い構造方程式モデリ

ングによるパス解析を行った。パス解析の過程で

は，BIDS 下位尺度で表される各変数を基点とし，

AEBS 下位尺度で表される各変数に向かうパスを

描いた複数のモデルを想定した。解析の過程で有

意ではないパスを削除しながらモデルを修正し，

最も適合度の高いモデルを採用した。その結果，

身体に関する他者評価不満足感を起点とした

Figure 2 の適合度が最も高く（χ2
（2）= .73, p= .94, 

CFI= 1.00, GFI= 1.00; AGFI= .98, RMSEA= .00, 

AIC= 16.73），本モデルを女性性低群のモデルとし

た。 
女性性低群のモデルについて各変数間の関係を

確認したところ，“身体に関する他者評価不満足

感”から“全身のふくよかさ不満足感”（β= .72, 
p<.01），“全身のふくよかさ不満足感”から“食物

摂取コントロール”（β= .32, p<.01），“全身のふ

くよかさ不満足感”から“食物摂取コントロール

不能感”（β= .34, p<.01），“食物摂取コントロー

ル”から“食物摂取コントロール不能感”（β= .30, 

p<.05）に向かうパスが有意であり，“食物摂取コ

ントロール不能感”の直接効果に比して“食物摂

取コントロール”と“食物摂取コントロール不能

感”の間接効果が弱かった（Figure 2）。 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

４．考察 

本研究では，はじめに，女性性低群と女性性高

群において各尺度得点を比較した。その結果，顔

に関する不満足感は女性性高群よりも女性性低群

で高いことが認められた。このことから，女性性

が高い男性と比較して女性性が低い男性で顔（容

姿や大きさ）に関する不満足感が強い可能性が推

測された。 

以上の結果を，女性性が高い場合，他者の存在

に意識を向けやすく[13]，他者評価へ焦点化しやす

い[23][30]といった女性性が導く特徴から考える

と，他者から最も観察可能な身体部位に対する不

満足感である顔に関する不満足感は，女性性が高

い男性で強いことが予測できる。しかしながら，

本研究では逆の結果が示された。BIDS の項目内容

を確認すると，顔に関する不満足感は，他者評価

の主観的認識（他者から顔のふくよかさをどのよ

うに評価されているか）ではなく，顔立ち（顔パ

ーツの造作や顔全体の造作）など容姿への満足感

を含む概念であるといえる。このことから，先行

研究[11][14]で測定している身体像不満足感の概念と

顔に関する不満足感の概念は，必ずしも一致せず，

これらの先行研究を支持しなかったものと考えら

れる。今後，測定する概念を整理するとともに，

男性の身体像不満足感について精査した上で検討

する必要がある。 

つぎに，男子学生を対象として，女性モデルと

同様のプロセスを想定したモデルについて，その

適合度を確認した。検討の結果，女性性高群にお

いて当てはまりが良く，先行研究と同様のプロセ

スを想定できる可能性が示唆された。一方，女性

性低群において先行研究と同様のプロセスを想定

することは適さないと判断され，先行研究で検討

された女性集団あるいは本研究における女性性高

群とは異なるプロセスが存在する可能性が推測さ

れた。 

以上の結果を踏まえ，女性性低群を対象に，改

めて身体像不満足感と食行動異常との関係につい

て検討した。Figure 1 ならびに Figure 2 を部分的に

評価すると，身体に関する他者評価不満足感が全

身のふくよかさ不満足感につながり，全身のふく

よかさ不満足感に伴う食物摂取コントロールが，

食物摂取コントロール不能へとつながることが示

された，これは，Figure 1 と Figure 2 の共通点であ

る。このことから，女性性によらず，他者から“太

っている”と評価されていると認識することで痩

せ願望が生じ，痩せ願望に伴う過度の食事制限が

食事をセルフ・コントロールできない状態につな

Figure 2 身体像不満足感が食行動異常に与える影響（女性性低群） 
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がる可能性が推測される。そして，この内，他者

との関係の中で生じる身体像不満足感が痩せ願望

を喚起することは，他者から痩身ではないと評価

されていることが身体像不満足感や痩せ願望を喚

起するといった指摘[19]と同様である。また，痩せ

願望に伴う過度の食事制限が食事をセルフ・コン

トロールできない状態につながるプロセスは，過

度の食事制限が無茶食いにつながるといった指摘
[21][28]を支持するものである。 

上記の関係に加え，Figure 1 では，身体に関する

他者評価不満足感が食物摂取コントロール不能に

直接関係していることが示された。こうしたこと

から，女性性が高い場合，他者から“太っている”

と評価されていると認識することが，直接，食事

をセルフ・コントロールできない状態につながる

可能性が考えられる。以上を，女性性が導く特徴
[13][20][30]を踏まえて考えれば，女性性が高い場合，

他者から“太っている”と評価されていると認識

する頻度が高まり，否定的感情（対人ストレスや

対人葛藤など）が生じる可能性が推測できる。

Tassava & Ruderman（1999）は，特に女性を対象に，

否定的感情を発散するための，無茶食いなどとい

った摂食行動を情動的摂食（emotional eating）とし

ている。情動的摂食という特徴的食行動をそのま

ま男性に当てはめて考えることには慎重になる必

要があるものの，本研究の結果を情動的摂食の観

点から考えると，特に女性性が高い場合に，他者

評価への焦点化の結果，身体に関する他者評価不

満足感が強化され，その不満足感を低減させるた

めの手段である無茶食いといった情動的摂食へと

つながる可能性が考えられる。今後は，男性の女

性性とあわせて女性性の高さに伴う自尊感情の低

さが食行動の問題に関連すること[16]なども考慮し，

身体に関する他者評価不満足感と食物摂取コント

ロールを介在する心理的要因を想定し，検討を進

める必要があるだろう。 

一方，Figure 2 では，全身のふくよかさ不満足感

が食物摂取コントロール不能に直接関係している

ことが示された。このことから，女性性が低い場

合，痩せ願望が食事をセルフ・コントロールでき

ない状態に直接関係している可能性が考えられる。

女性性が低い場合，たとえば，相対的に男性性が

高いことを想定すると，男性性の高さが導く特徴

である自己の内的感情に焦点化しやすい[30]などと

いった，女性性の高さが導く特徴と対局する特徴

を有することが推測できる。男性性は，本研究で

用いた BSRI で測定することができるものの，今

回，本研究では女性性のみ測定しており，女性性

の低さから，男性性の高さが導く特徴に言及する

ことはできない。今後，男性の男性性について焦

点を当て，痩せ願望と食事をセルフ・コントロー

ルできない状況との関係性について検討する必要

がある。 

以上から，たとえば，特に女性性が高い男性に

対し，食行動の問題に関与する場合，本人が有す

る身体像不満足感のみならず他者評価から受ける

影響について取り上げる必要があると考えられる。 

現在，男性を対象とした食行動の問題に関する

研究は希少であり，今後は，摂食障害男性例を対

象とした各種研究を進める必要があるだろう。ま

た，男性を対象とした摂食障害研究を蓄積し，女

性の摂食障害発現機序や維持要因との相違点を明

確化することで，性差を考慮した摂食障害治療法

の開発に奏功することが期待される。 
 

５．本研究の限界 

本研究は健常大学生を対象とした基礎的研究で

あることから，女性性が高い男性が食行動の問題

を抱え易い，あるいは，摂食障害を発症するリス

クが高いと明確に判断することは避けなくてはな

らない。今後，男性の摂食障害臨床群ならびに食

行動異常群を含めた追従研究を実施する必要があ

る。 
また，本研究で用いた BIDS ならびに AEBS は，

女性を対象に開発された尺度であり，男性を対象

に施行するには限界があるとともに，食行動の問

題を抱えている男性も多いとは言えず，本研究に

おいて対象とした男性が，男性の食行動の問題を

テーマとした研究の対象者として適するものであ

るか否か，議論の余地があるといえる。今後は男

性の身体像不満足感や食行動の問題を精査し，男

性を対象として施行可能な尺度開発も同時に実施

する必要がある。更に，男性の女性性について扱

う際，性認識や性役割の認識についても十分考慮

して検討を進める必要がある。 
 

付記 

本研究の一部は，科研費 15K04152 の助成を受

けて実施した。 
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Abstract 

This study investigated how body image dissatisfaction affects abnormal eating behaviors among male 
undergraduate students, using femininity as the key variable. Male undergraduate students (n = 184) were 

divided into a high-femininity group (n = 97) and a low-femininity group (n = 87). The relevance of a model 

presuming a process similar to the influence of body image dissatisfaction on abnormal eating behaviors, 
which has been demonstrated previously among female undergraduate students, was assessed in both groups. 

Path analysis with structural equation modeling confirmed that model fit was high in the high-femininity 

group, but low in the low-femininity group. In the latter, the feeling of dissatisfaction with the appraisal of 
body image by others suggests that the process involved was not associated with uncontrollable food intake, 

and thus differed from the pattern observed in the high-femininity group and in previous studies. This 

suggests that the psychological process by which abnormal eating behavior manifests is similar between 
women and highly feminine men. 
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